青風荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　22年　11月　8日　担当：小坂　和子　　　　

	登　録　者
	氏　名　　稲垣　　ふき　様　　　男・女　　　　昭和　19　年　4　月　2　日生（　66　歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市南郷区大字中野字大平27－1　　　　　電話　0178－82－2332

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	　　　なし

	
	発症時期
	　Ｓ47年　月頃（28歳時）
	罹 患 期 間
	約　38年

	
	入院回数
	　　3回　　
	延べ入院年数
	　約　13年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1　回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	　障害基礎年金　1級　（8.3　万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　福祉ホ－ム青風荘

	入所年月日
	　Ｈ　13年　6月　13日
	身長
	151cm
	体重
	56.5kg

（＋2.1kg）

	最終学歴
	白菊学園高校卒業
	免許・資格
	　保険診療経理

	職　歴
	　後藤小児科（3年）、斎藤外科、工藤医院、瀧沢保養センタ－

	保　護　者
	氏　　名　　稲垣　賢治　　　様　　　　　　　続柄　弟　　　　　（同居　・否）

	利用目的

・生活訓練により基本的な生活レベルを身につける。・生活リズム確立。

	入院・治療歴　初診日

①　Ｓ47年　月　～　　　年　　 月　　　  外来　　　　　　松平病院
②　Ｓ51年　月　～　Ｓ52年　　 月　　　 入院　　　　　　北陽病院
3 Ｓ62年　月　～　H　1年　5月　　　　入院　　　　　  久慈享和病院
4 H 元年　月　～　　　年　　 月　　　 外来通院　　　  日本赤十字病院
⑤　H 2年　9月　～　　13年　6月　　　 入院　　　　　   青南病院　　　　

	生活歴　

同胞4子の長女。25歳頃（Ｓ44年頃）結婚、3子もうけるが、第2子出産後より被害妄想・幻聴等が出現し、産褥性精神病にて松平病院にて通院加療を受けるようになる。出産の度に再発し入退院を繰り返していた。Ｓ50年頃、夫の暴力や舅の苛めもあり離婚する。その後、Ｓ51年～52年に北陽病院へ1年程入院。退院後は保養センタ－や食品会社に数年勤務していたが、本人としては求職活動のつもりのようだったが、警察や病院等各所に電話をして歩き回る等の多動、一方的に話し掛けたりする等の行動があり、Ｓ62年2月に久慈享和病院へ入院。Ｈ元年5月に退院し、以後八戸赤十字病院精神科で外来処方を受け自宅療養（仕事はせず無為な生活を送っていた）していた。Ｈ2年9月13日、仕事もせず生活意欲に欠け昼夜逆転の生活にあることから、保健婦の紹介で青南病院受診、本人は「仕事をしたい」と訴えるが、家族は強く入院加療を希望する為主治医より生活の立て直しと社会性の獲得を目的に入院を勧められ同日入院となった。Ｈ13年6月13日青南病院退院となる。
・平成13年6月13日青風荘へ入所～現在に至る。



	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人の支援の中心は弟夫婦様であり、本人の年金も弟様が管理され、入所経費として毎月7万円の納入に来られます。その際に面会等はなくそのまま帰られています。本人から外泊の要望を依頼していますが、「忙しいから」との理由で断られています。

離婚後、子供達とは交流は無く、居住地や連絡先は不明。


平成　22年　 11月　8日（月）
	氏　名
	　稲垣　　ふき　　　様
	男・女
	生年月日
	　Ｓ　19　年　4　月　2　日（　66歳）

	長期目標（中期・短期）

	· 生活リズムの確立

・　社会性の拡大を図る


	これまでの経過（前回評価日H　22年　5月　10日）

	【前回の問題点】

1 外出や買物の際に問題行動がある。

・予算額以上の購入の訴えをする。・物品購入の欲求の我慢が難しい。

・ 購入物品を把握出来ずに店員へ詰め寄る事がある。
・まとまりのない会話を店員にすることで、会計が滞る。
②　服薬を忘れてしまうことがある。
・私物いじりに夢中になり忘薬してしまう。

③　日中の眠気が強い

※ 去年の7月より、日中の眠気・夜間覚醒等の調整のため、臨時外来受診にて処方薬の調整を受けています。

· 服薬調整で落ち着いてきた為、同年12月からは通常の外来受診に戻していましたが、H22.5月中旬より、幻聴（姉と松平先生の声が聴こえる）の訴えや「部屋に倉石さんが居る。頭の中に倉石さんの頭が入り込んでボ－っとしてくる」といった訴えが聴かれるようになり、また「頭が締めつけられる。手で押さえつけられるようで頭が苦しい」」とも話される為、同年6.11臨時外来受診しています。その後も「頭がフラフラして考えがへこんでしまうんだよ」と話されることがあります。何かを行なっている（書き物や音楽を聴く）と幻聴や頭痛は気にならないとのことで本人なりに対処することが出来ています。以前のように他者に対して攻撃的に話したり、金銭に対して「残金がおかしい」と易怒的になることはなく、穏やかに過すことが出来ていてスタッフの話し掛けや説明も理解できており、会話の疎通もとれています。他者とも穏やかに交流を持たれています。薬の服用も忘れることは殆んどなく服用できています。

· 夜間トイレに起きても私物いじりやホ－ルに下りて来たりすることは見られなくなり、夜間の睡眠は確保できています。眠気の訴えは聴かれますが、余暇時は横になって休息されています。以前のような強い眠気（以前は立ったまま眠っている）は無いようで食事当番などはテキパキと要領よく行なっており、日課の取り組みも支障はみられません。

· 7/13、DNにて高橋百壽様を差し「あの人が私の部屋に来た。私ははっきり見た。ほっぺたをパンパン叩いた人です」と妄想聴かれています。また、落ち着かない様子でテンション高めに話し掛けてきたり、手指の振戦が見られたりしており、本人も自覚されています。身体の火照り、倦怠感、脱力感の訴えがあり、「夜間、眼が冴えて眠れなかった」と不眠が3日ほど続くことがありましたが、穏やかな口調で自身の精神状態を話す事ができ、それに対して「眠ったら良くなった」「気にしないようにしている」と話されています。9/6より処方の変更なく経過されています。現在も時々不調を訴え体調については「いいよ」云いながら「聴こえてくるんだよ」と話されています。

・　デイナイトケアへの通所拒否はなく、比較的落ち着いてプログラムに参加できています。イライラ感がある時は自ら「何かしていると気が紛れる」と話されてスタッフと一緒に食事準備をして手伝っているそうです。

· 本人から依頼して入所以来始めて8/15～16まで実家にお盆外泊（父親の新盆）されており、送迎してくれた弟嫁様に「どうもありがとう」とお礼の挨拶をされています。

家族からの入所経費（9.10月分）が1万円少なかったことで実家に電話を入れ、険しい口調で話されています。本人「弟が怒って話すから」と返答されていましたが、その後はその事に付いてしつこく訴えて来ることはありません。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 妄想的な訴えや幻聴について

（トラブルになる可能性がある）
	· 訴えがあった場合は傾聴しアドバイスしながら本人が安心感をもてるよう介入し状態安定を図る。
· 時として本人の望む環境（部屋でゆったり静かにオジオを聴くなど）を提供していく。
· 状態不安定な様子の際は他者とトラブルに至らないよう見守っていく。
· 服薬調整中である為、本人の経過観察を細やかにしていく。

· 陽性症状の増悪が見られる際はDrへ情報提供して指示を仰ぐ。


	ヶ月



	②　日中の眠気
	· 書き物やぬりえ、またテレビ観賞を勧め日中活動を促していく。

· 夜間の睡眠の妨げにならないよう短時間の休息をとるよう説明して休んでいただく。

· 場合によっては話し相手になり気分の転換を図る。


	ヶ月




プラン計画者　氏名：小坂　和子

修正プラン実施評価日： H　22年　11月　8日（月）　青山荘地域交流活動室
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